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第 10 回　白梅子ども学講座
子どもの最善の利益を問う 
―子どもの権利条約を深める―
2016 年９月３日（土）～ 2017 年２月４日（土）　13：00 ～ 17：00
１．企画の趣旨
　いま、「子どもの最善の利益保障」が問われて
いる。1989年、国連は子どもの権利条約を決議し、
日本は1994年になって批准した。同条約第１条で
「子ども」とは、０歳から18歳未満のすべてを定
義している。また同条約第３条において「子ども
の最善の利益」が明確化されている。さらに「意
見表明権」（第12条）をはじめ、差別の禁止や契
約国の実施義務なども詳細に定めている。
　いま、子ども学の対象である「子ども」を、子
どもの権利条約の視点から学び、深く捉えなおし
ていくことが求められている。2016年の子ども学
講座は、子どもの権利条約の歴史と内容、現状と
課題、未来への展望という３つの柱を定め子ども
の権利条約を深めることをねらいとして企画し
た。この学びは、74年史を重ねる白梅学園の建学
の理念＝ヒューマニズムを、豊かに発展させるこ
とにもつながるといえる。以上の趣旨を踏まえて
３回の講座を開催した。
２．各講座の概要
　第１回では、堀尾氏から、子どもの権利、思想
から宣言、そして条約への歴史的変遷が話された。
近代以前の子捨てや子殺しの時代、近代以降、子
どもの発見と子どもの権利へ注目されるように
なっていった。現代の特徴として、1945年以後の
世界人権宣言、子どもの権利宣言、子どもの権利
宣言、憲法・教育基本法、児童憲章などがある。
これらを土台とし、国連で子どもの権利条約が制
定され、日本も批准した。そもそも、子どもの権
利とは何か。人権の基底であり、人権を問い直す
ことが求められている。70年を迎える憲法を、子
どもの視点から捉えることを確かめたいという締
めくくりであった。瀧口氏からは、日本政府の批
第１回　2016 年９月３日（土）　　13：00 ～ 17：00
テーマ「子どもの権利条約―歴史と内容」
（１）子どもの権利条約、その歴史と内容・・・堀尾輝久氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大学名誉教授、総合人間学会会長）
（２）子どもの権利条約をどう伝えるか・・・・瀧口　優氏（本学教授）
第２回　2016 年 10 月 29 日（土）　 13：00 ～ 17：00
テーマ「子どもの権利条約―現状と課題」　
（１）子どもの発達における遊び・文化・ゆとり・・・増山　均氏（早稲田大学文学学術院教授）
（２）権利擁護としての子どもの施設の現状と課題・・中山正雄氏（本学教授）
第３回　2017 年２月４日（土）　　13：00 ～ 17：00
テーマ「子どもの権利条約―未来への展望」　
（１）国連子どもの権利委員会と日本の課題・・・世取山洋介氏（新潟大学准教授）
（２）乳幼児保育の現状からみた子どもの権利・・近藤幹生氏（本学教授）
（開催日時、テーマ、講師）
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准に関する立場にふれた。市民社会の動きとして、
教職員組合などの積極的働きかけがあったこと、
批准後の国連への報告書作成の取り組み、地方行
政の対応について説明された。積極的に対応した
行政（川崎市、川西市、埼玉県）や子どもの権利
条約を条例に生かした自治体（川西市、奈井江町、
多治見市、葉室町ほか）が報告された。保育・教
育現場や養成校での課題、授業での取り組み（小
学校英語活動、中学英語、大学「保育内容ことば」）
が紹介された。
　第２回では、増山氏から、子ども、大人ともに
ストレスや不安感が増大している様子が具体的に
話された。背景にある子育て観の問題点として、
「養育」「遊育」が軽視され、「教育」の肥大化が
あり、「健全育成」を問い直すことが求められる。
こうした中で、子どもの権利条約が提起している
内容、特に条約31条を読み解くことについて、詳
しくふれた。子どもの発達と「ゆとり、遊び、文
化」として、子どもの発達のあり方を問う、深い
視点が提供された。さらに、放課後児童クラブの
運営指針と子どもの権利条約について話された。
中山氏からは、被措置児童等の虐待の現状につい
て話された。はじめに、児童福祉法の改正内容が
説明された。里親家庭を支援する仕組みの現状と
課題について報告された。また子どもの権利と社
会的養護として、子どもの人権を守る集会、児童
養護施設の高校生の交流会、権利擁護の取り組み
が説明された。さらに施設現場における事例を紹
介し、情報の共有が不十分であることや子どもの
理解のあり方に問題があること、職場のチーム
ワーク、働く職員の権利を守る重要性などが述べ
られた。
　第３回では、世取山氏は、子どもの権利条約の
性格、骨格、子どもの権利委員会の構成や任務、
報告審査手続きと特徴、ＮＧＯ参加の意味などを
詳しく話された。子どもの権利委員会による日本
報告審査の経過（1998年～ 2010年）を紹介され、
2018年には政府報告審査が予定されていることを
述べた。また、つくる会としては、３回のレポー
ト（1997年「豊かな国日本にうおける子ども期の
喪失」、2003年「豊かな国日本における子ども観
の剥奪」、2009年「新自由主義国家日本における
子ども期の剥奪」）を出してきたことが説明され
た。日本国内の実態として、不登校、校内暴力、
いじめ、自殺、貧困などがあること、新しい困難
に向き合う課題を提起された。近藤からは、乳幼
児保育の現状、とりわけ新制度下の諸問題、保育
観のあり方などを紹介した。また、保育実践上の
課題としての「遊び」を深める必要性、職員集団
の形成などについてふれた。
　今後の保育運営・実践において、乳幼児期の権
利保障の理念を、保育実践現場が学ぶ必要性を述
べた。また、３回の子ども学講座のまとめとして、
各回の学びや議論を、それぞれの参加者が、積極
的に活かしてほしいことを話した。
３．まとめと課題
　全体テーマ『子どもの最善の利益を問う―子ど
もの権利条約を深める―』を具体化し、各講座の
趣旨にそって内容が準備され、開催することがで
きたといえる。外部講師は各専門分野の第一人者
だが、講座内容に本学教員が参画した意義が大き
い。各講座においては、講義に対する質疑応答、
意見交換が活発に行われた。参加者が、それぞれ
の立場で、内容について深め合うことができたの
ではないか。各講座の参加者層は、大学・短大の
研究者、保育実践者、園長、養護施設関係者、学
童保育実践者、保護者、行政担当者、大学院生な
どである。
 （文責　近藤　幹生）
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